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特別会計・企業会計決算の議決状況

認定
第1号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

汚水処理施設管理事業特別会計

24億6,449万円

1億6,703万円

4億9,501万円

1億4,160万円

366万円

24億5,979万円

1億6,535万円

4億8,884万円

7,894万円

324万円

会計別 歳入総額 歳出総額 議決結果

認定

認定

認定

認定

認定

令和4年度一般会計から水道事業会計等の7会計の決算を審議しました。歳入総額から歳出総額を差引きし、
令和5年度への繰越額を除いた実質収支額は、一般会計で4億4,408万円、特別会計で7,562万円であり、総
額5億1,970万円の黒字決算でした。水道事業会計は、2億4,426万円（税抜）の利益剰余金となった。

認定第7号 水道事業会計
収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

5億6,650万円

1億6,036万円

4億6,954万円

4億　 23万円
認定

※

※不足する2億３,986万円は消費税調整額、村債積立金、建設改良積立金、損益勘定留保資金で補填

会計
執行率
86.9％

一般
会計 102億1,224万

107億7,528万

歳入

歳出

自
主

財
源

37
.3%

　　　　　　　　　　　　　　　　　依存財源62.7％
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地方債（村債）残高の推移 公共施設や道路、下水道などの整備に充てた借入金。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（億円）

54億5,421万円 18億9,340万円 8,357万円8,357万円令和4年度

57億3,108万円 18億7,683万円 9,253万円9,253万円令和3年度

■ 一般会計　■ 下水道事業特別会計　■ 水道事業特別会計
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令和4年度

107億
7,528万円

102億
1,224万円

令和3年度

106億
4,031万円

102億
2,107万円

令和２年度

128億
5,319万円

124億
7,129万円

21,97921,979
22,16122,161

22,41422,414

■ 歳入　■ 歳出　● 人口過去3年間の一般会計決算と人口推移（人口統計10月末）

令和5年9月定例議会 

★認定すべきものとして決定
文教社会常任委員会（所管課：教育総務課、生涯学習課、学校給食共同調理場、こども課、福祉課）

★まちづくり推進課への意見
　①中城中学校の移転、整備にあたっては、災害発生時の避難経路の検討をし、ハードとソフトの両面で災害に強い施設
　　整備が求められる。
　②将来にわたって健全な財政運営が保たれるよう定期的な検証と改善を図ることを求める。

建設常任委員会（所管課：産業振興課、都市建設課、上下水道課、まちづくり推進課）

★健康保険課への意見
　後期高齢者のはり・きゅう助成を今後も継続すること。

★住民生活課への意見
　植物ごみの処理費用の削減と資源化・減量化に向けた実現的取組を行うこと。

★総務課への意見
　自主防災組織の全自治会設置促進に向けての説明を積極的に行うこと。

総務常任委員会（所管課：総務課、企画課、会計課、税務課、住民生活課、健康保険課）

基金残高 特定の目的のため積み立て、または準備（貯蓄）しておく資金。

※基金とは、特定の目的のため積み立て、または準備しておく資金。

財政調整基金

8億6,972万円 2億7,384万円 1億313万円 1,661万円 3億1,572万円 8億6,288万円 2億6,100万円

減債基金 庁舎建設基金 人材育成基金 チバリヨー中城
ごさまる応援基金

公共施設
整備基金

一般廃棄物処理
施設整備基金

森林環境
譲与税基金
274万円 1億475万円 0.5万円 2億3,953万円 753万円 30億5,750万円

土地開発基金 国保財政
調整基金

南上原土地区画
整理事業基金 合　計汚水処理施設

管理事業基金

令和4年度予算執行における審査結果の各委員会の意見
一般会計への意見
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議案等の概要（提案理由）件　名議案番号 結果

浦添市への広域化移行を前に、植物ごみ処理費削
減・資源化・減量化に取組み、循環型社会の早期実
現を要望する。

令和5年9月定例議会 

報告

報告

報告

報告

採択

報告
第7号

報告
第8号

報告
第9号

報告
第10号

陳情
第6号

令和４年度決算に係る資金不足比率
（中城村公共下水道事業特別会計）

令和４年度決算に係る資金不足比率
（中城村土地区画整理事業特別会計）

令和４年度決算に係る資金不足比率
（中城村水道事業会計）

令和４年度沖縄県町村土地開発公社事業報告
及び決算報告

地元産品奨励及び地元企業優先使用について
（要請）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地元産品奨励及び地元企業優先を推進し企業
の育成強化と雇用拡大を図り経済の活性化に
努める。

令和４年度事業・決算・資金報告

採択

継続
審査

採択

可決

可決

陳情
第7号

陳情
第9号

陳情
第10号

意見書
第3号

決議
第1号

県産品の優先使用について（要請）

学童クラブが抱える課題と解決を求める要望書

健康保険証の存続を求める陳情書

健康保険証廃止の中止等を求める意見書

植物ごみの減量化・資源化に向けた取組みへの
決議書

９月定例会中での調査が進まず、閉会中での調
査及び審査を必要とするため継続審査とする。

陳情第１０号の採択により各関係機関へ健康保
険証廃止の中止等を求める意見書を提出する。

県産品の需要拡大を図り、企業の育成強化と雇
用拡大を促進し、県経済の活性化に寄与する。

保険証の廃止により、保険証を持てず、診療が
受けられない人が出ないように、健康保険証の
存続を求める。

議案のピックアップ

「令和5年度中城村一般会計補正予算（第4号）」
9月定例会にて全会一致で可決

ハワイ・マウイ島への100万円寄附可決
議案第45号

【大城常良】 ハワイと中城も強い絆で結ばれており、早期に支援金を計上したことについて評価します。支援金の
100万円について、近隣市町村との均衡を図り補正予算計上とのことだが、低い額だと感じている。村
として独自の額の判断は無かったのか。

質 疑

【新垣　修】 被災者を支援し島の復興の後押しのため不可欠と考えます。この支援金が被災者の生活再建や島の自
然環境の回復に役立てることを願い、賛同します。

賛 同

米ハワイ州マウイ島の山火事では、多くの死者や行方不明者が出るなど大きな災害が起きた。寄付金を補正予算で
可決し9月29日に、沖縄ハワイ協会へ送付された。

（5）

令和5年 第5回 9月定例会に上程された
議案・承認・報告・請願・陳情・意見書・決議

議案等の概要（提案理由）件　名議案番号 結果

令和5年9月定例議会 

議案
第35号 中城村印鑑条例の一部を改正する条例

令和５年度中城村一般会計補正予算（第３号）

令和５年度中城村水道事業会計補正予算（第１号）

中城村固定資産税の課税免除等の特例に
関する条例の一部を改正する条例

中城村こども医療費助成条例の一部を改正する
条例

令和５年度中城村土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）

令和５年度中城村国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

令和５年度中城村後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

令和５年度中城村下水道事業会計補正予算
（第２号）

令和４年度中城村水道事業未処分利益剰余金の
処分について

令和５年度中城村一般会計補正予算（第４号）　
※ハワイ・マウイ島火災への支援

関係法令の改正に伴い中城村固定資産税の課税免除
等の特例に関する条例の一部を改正する必要がある。

こども医療費助成の対象年齢を18歳到達後の3月
31日まで拡充するため条例を改正。

スマートフォンで個人番号カードを使用し、コンビニ
で交付が可能になることから、条例の一部を改正す
る必要がある。

歳入歳出予算の総額に、7億457万2千円を追加し、
歳入歳出予算の総額を99億9,459万3千円とする
ため。

議案
第36号

議案
第37号

歳入歳出予算の総額に、1,340万円を追加し、歳入
歳出予算の総額を26億5,304万4千円とするため。

歳入歳出予算の総額に、391万3千円を追加し、歳
入歳出予算の総額を2億2,297万5千円とする。

未処分利益剰余金 2億4,426万1千円の処分に
ついて議決が必要のため。

歳入歳出予算の総額に、100万円を追加し、総額を
それぞれ99億9,559万3千円とする。

収益的収入及び支出予定額159万7千円を補正。
資本的収入及び支出予定額25万6千円を補正し、
職員給与を5,047万7千円に改める。

議案
第41号

歳入歳出予算の総額に、167万7千円を追加し、歳入
歳出予算の総額を1億6,357万2千円とするため。

当該事業年度に属する債権及び債務として未収金
を1,062万9千円、未払い金を755万1千円と整理
する。

議案
第38号

議案
第42号

議案
第45号

議案
第43号

議案
第44号

議案
第39号

議案
第40号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

報告

報告

同意
第４号

報告
第5号

報告
第6号

農業委員会委員の任命について

令和４年度決算に係る健全化判断比率

専決処分の報告について
（「子ども第三の居場所」新築工事第２回改定契約）

花城康樹氏、小橋川達則氏、比嘉盛安氏、川田哲也
氏、屋良照枝氏、比嘉康雄氏を任命することに同意。

改定後の請負金額：6,814万5千円
（増額226万6千円）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。
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（中城村水道事業会計）

令和４年度沖縄県町村土地開発公社事業報告
及び決算報告

地元産品奨励及び地元企業優先使用について
（要請）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある。

地元産品奨励及び地元企業優先を推進し企業
の育成強化と雇用拡大を図り経済の活性化に
努める。

令和４年度事業・決算・資金報告

採択

継続
審査

採択

可決

可決

陳情
第7号

陳情
第9号

陳情
第10号

意見書
第3号

決議
第1号

県産品の優先使用について（要請）

学童クラブが抱える課題と解決を求める要望書

健康保険証の存続を求める陳情書

健康保険証廃止の中止等を求める意見書

植物ごみの減量化・資源化に向けた取組みへの
決議書

９月定例会中での調査が進まず、閉会中での調
査及び審査を必要とするため継続審査とする。

陳情第１０号の採択により各関係機関へ健康保
険証廃止の中止等を求める意見書を提出する。

県産品の需要拡大を図り、企業の育成強化と雇
用拡大を促進し、県経済の活性化に寄与する。

保険証の廃止により、保険証を持てず、診療が
受けられない人が出ないように、健康保険証の
存続を求める。

議案のピックアップ

「令和5年度中城村一般会計補正予算（第4号）」
9月定例会にて全会一致で可決

ハワイ・マウイ島への100万円寄附可決
議案第45号

【大城常良】 ハワイと中城も強い絆で結ばれており、早期に支援金を計上したことについて評価します。支援金の
100万円について、近隣市町村との均衡を図り補正予算計上とのことだが、低い額だと感じている。村
として独自の額の判断は無かったのか。

質 疑

【新垣　修】 被災者を支援し島の復興の後押しのため不可欠と考えます。この支援金が被災者の生活再建や島の自
然環境の回復に役立てることを願い、賛同します。

賛 同

米ハワイ州マウイ島の山火事では、多くの死者や行方不明者が出るなど大きな災害が起きた。寄付金を補正予算で
可決し9月29日に、沖縄ハワイ協会へ送付された。
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村
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防
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村
道
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垣
中
央
線
の

改
修
に
向
け
て

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。
村政を問う！

安
里 

清
市
①
村
道
新
垣
中
央
線
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に
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け
て 

②
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垣
と
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間
の
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の
通
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の
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備

③
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地
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防
災
計
画

比
嘉 

麻
乃
①
高
齢
者
支
援 

②
水
難
事
故
防
止 

③「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」

石
原 

昌
雄
①
台
風
６
号
の
災
害
対
策
と
支
援
は 

②
交
通
安
全
対
策

③
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の
進
捗
と
地
域
説
明

屋
良 

照
枝
①
台
風
６
号
の
被
害
状
況

大
城 

常
良
①
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、中
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校
建
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村
民
体
育
館
の
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落
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③
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策
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①
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策

新
垣 
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①
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同
の
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ク
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メ
ン
ト
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た
方
策
の
成
果
は 

②
台
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被
害
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応
に
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け
た
課
題
策
・
自
治
会
と
の
連
携
は

③「
島
に
ん
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ん
の
日
」に
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け
て
の
取
組

比
嘉 

護
①
台
風
６
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②
補
助
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交
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団
体 

③
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と
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と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

玉
那
覇 

登
①
災
害
対
策 

②
新
型
コ
ロ
ナ
関
連 

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

小
橋
川 

恵
美
①
中
学
校
の
制
服 

②
小
・
中
学
校
で
の
I
C
T
活
用
の
取
組 

③
不
登
校
児
の
対
応 

④
高
校
生
へ
パ
ソ
コ
ン
購
入
金
の
一
部
助
成

金
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章
①
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道
拡
張
整
備 

②
宜
野
湾
横
断
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路 

③
旧
役
場
跡
地
、中
学
校
跡
地
の
利
用 

④
台
風
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害

⑤
農
家
の
支
援 

⑥
小
学
校
舎
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新
垣 

貞
則
①
久
場
地
区
の
施
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整
備 

②
中
城
小
校
区
及
び
中
城
南
小
校
区
の
施
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整
備

③
自
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公
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記
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地
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図
る

桃
原 

清
①
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１
号
橋
工
事
の
件 

②
災
害
関
連

安里　清市　議員

議
員 

本
事
業
に
つ
い
て
は

平
成
30
年
、令
和
元
年
そ
し

て
令
和
2
年
と
令
和
3
年

の
合
計
4
度
に
わ
た
る
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た

「
※
村
道
新
垣
中
央
線
早
期

整
備
着
工
に
つ
い
て
」の
要

望
書
を
、平
成
30
年
12
月
4

日
付
で
、新
垣
自
治
会
会

長
及
び
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン

自
治
会
会
長
と
の
連
名
で

提
出
。こ
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
こ
の
度
の
事
業
採
択
に

向
け
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動
き
始
め
る
こ
と
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つ
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ま
し
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は
大
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高
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評
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い
た
し
ま
す
。

　工
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ル
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集
落
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備
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設
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込
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装
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改
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業
の

付
帯
工
事
と
し
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事
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は

進
め
ら
れ
な
い
か
。

議
員 

こ
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通
学
路
を
災
害

時
の
避
難
道
と
し
て
本
格

的
に
整
備
で
き
な
い
か
。

教
育
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こ
の
道
路
は
通
学
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と
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為
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通
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し
て
い

ま
す
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都
市
建
設
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村
に
お
い

て
は
東
西
を
結
ぶ
道
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識
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。

　県
の
補
助
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探

り
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が
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県
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し
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進
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い
。
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設
計
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7
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施
工
す
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予
定
で

す
。サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
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側
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同
村
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終
点
部
分
に
つ
い
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施
設
計
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も
と
に
今

後
検
討
は
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

議
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整
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は
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に
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す
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事
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で
き
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

村
長 

議
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は
初
当
選
以

来
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題
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取
り
上

げ
、ま
た
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提
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い
た
だ
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感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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な
く
完
成
す
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に
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守
っ
て
い
き
た
い
。

令和5年9月定例議会

令和5年9月定例議会 

新
垣
と
当
間
の
間
の

通
学
路
の
整
備

議
員 

改
定
に
向
け
た
進
捗

状
況
は
。

総
務
課
長 
7
月
に
契
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を

終
え
、住
民
と
の
意
見
交
換

会
に
つ
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は
調
整
中
で

す
。計
画
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は
令
和
5
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度
中
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完
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予
定
で
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で
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事
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対
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予
定
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住
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画
に
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契
約
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掲
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ま
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。

議
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改
定
計
画
に
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づ
く

訓
練
が
実
施
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。サンヒルズタウン近くの村道と側溝

※村道新垣中央線とは、 新垣地区とサンヒルズタウン地区とを結び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グリーンホームを経て県道29号を結ぶ2級村道　延長1,849m　 
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ごみ処理予算に
２億3,170万円　   これ全て村民の税金

①家庭からの厨芥類（生ごみ）の
　年間量470トン→１,４５０万円
②庭木・枝葉・雑草（植物ごみ）の
　年間量822トン→２,５００万円

生ごみや生木・生葉の50%は水分→乾燥
させたり、水気を切って出すと年間１５％～
20％減量化になります。

減量

処理
費用

　令和４年度における「ごみ焼却施設青葉苑」への総搬出量は
6,515トンで、その種別の可燃ごみの量は、5,870トンで90％を占め
ております。その内、可燃ごみに含まれる「木・竹・わら類」いわゆる植
物ごみの量は、14%を占めており、その重量は822トンになっており
ます。焼却施設「青葉苑」は中城村と北中城村の組合施設として運営
されており、搬入量割・人口割・均等割で定められた負担金額を両村
の一般会計予算から運営費に充てております。
　822トンに関わる処理費用金額は約2,500万円で算出され実績翌
年度に本村の一般財源より組合施設に負担金として支出されます。
　植物ごみの現状は、分別されずに可燃ごみとして焼却されており、
年々増加の一方となって処理費用は財政負担にも大きな影響を与え
ており早急に実効性のある取組みを図ることで「植物ごみ」の処理費
用の抑制にもつながり、村財政の健全化にも大きく寄与するものと
考えます。
　また、植物ごみの減量化に向けた取組みを実現させるにあたって
は、村の環境負荷の低減にもつながり資源循環型社会の形成に向け
て有効性のある取組みの方策として期待されます。
　よって本村議会では、先進的地域を見据え、浦添市への広域化移
行を前に、植物ごみ処理費削減・資源化・減量化に向けて、早期実現
の取組みを行うよう要望いたします。
　以上決議します。

令和5年9月27日　沖縄県中城村議会
宛先　中城村長

村民一人一人の意識向上で年間１５％減量化に繋が
れば3,500万円の財源が村民の
福祉事業等の予算に組めます。

同意
同意第4号

討論のクローズアップ
「農業委員会委員の任命について」に対する

「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「-」：退席　＝※原案に対しての採決

伊
佐
　則
勝

議
長

起
立

多
数 ○ ○ ○欠

×

○ ○

× ××

○

×

- ○ ○

石
原
　昌
雄

新
垣
　
　修

新
垣
　善
功

仲
松
　正
敏

比
嘉
　麻
乃

新
垣
　貞
則

新
垣
　博
正

比
嘉
　
　護

安
里
　清
市

玉
那
覇
　登

屋
良
　照
枝

桃
原
　
　清

大
城
　常
良

金
城
　
　章

小
橋
川
恵
美

採
決
の
結
果

議員

同意第4号

起立採決の結果

議案

委員の任命に賛成
【石原昌雄】 中城村は、女性の農業委員がいないことをずっと指摘されてきた。女性が農業委員に推薦され、今こそ

中城村が変わるチャンスだと思うので、原案に賛成です。
【金城　章】 議員の立場で、別の立場の役職も持っていらっしゃる方はたくさんいます。お互いの役職をこなせるも

のだと思っているので、原案に賛成です。
建設常任委員として農業委員会でも頑張れば本人の関心も深くなり、それが村の農業の発展にもつ
ながると思います。原案に賛成です。

【仲松正敏】

議員からの「推薦はできない」とは書かれていないため、推薦できるとの執行部の判断だと思うが、議
員が農業委員を兼ねることは好ましくないという立場から原案に反対です。
農業委員会を所管する委員会に所属しており、副委員長という立場の方です。重要案件において利益相
反の立場になることも十分考えられるので原案に反対です。

【安里清市】

【新垣博正】　利益相反は紛れもない事実であるので、原案に反対です。
【大城常良】　議員と農業委員というのは相反しているので原案に反対です。

委員の任命に反対
【新垣善功】

令和5年9月定例議会 

決議第１号 植物ごみの減量化・資源化に向けた取組みへの決議書

ごみ処理問題への決議書ごみ処理問題への決議書

賛成討論、反対討論について農業委員会委員の選任に対し討論がありました。

③紙・古布類
年間量3,350トン→１億220万円

処理
費用

減量 ★リサイクルや★リュースあるいは
★資源ごみとして排出
10％～１５％家庭の取組みで減量化になります。

ご存知ご存知 ですか？
ごみごみ 問題？問題？お金お金処理に関わる の
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張
整
備 

②
宜
野
湾
横
断
道
路 

③
旧
役
場
跡
地
、中
学
校
跡
地
の
利
用 

④
台
風
災
害

⑤
農
家
の
支
援 

⑥
小
学
校
舎
工
事

新
垣 

貞
則
①
久
場
地
区
の
施
設
整
備 

②
中
城
小
校
区
及
び
中
城
南
小
校
区
の
施
設
整
備

③
自
治
公
民
館
に
書
記
を
配
置
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る

桃
原 

清
①
新
川
１
号
橋
工
事
の
件 

②
災
害
関
連

安里　清市　議員

議
員 

本
事
業
に
つ
い
て
は

平
成
30
年
、令
和
元
年
そ
し

て
令
和
2
年
と
令
和
3
年

の
合
計
4
度
に
わ
た
る
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た

「
※
村
道
新
垣
中
央
線
早
期

整
備
着
工
に
つ
い
て
」の
要

望
書
を
、平
成
30
年
12
月
4

日
付
で
、新
垣
自
治
会
会

長
及
び
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン

自
治
会
会
長
と
の
連
名
で

提
出
。こ
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
こ
の
度
の
事
業
採
択
に

向
け
て
動
き
始
め
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
大
変
高

く
評
価
い
た
し
ま
す
。

　工
事
の
取
り
組
み
予
定

と
、村
道
の
取
り
付
け
部

分
に
近
い
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ

ン
集
落
の
排
水
路
側
溝
整

備
工
事
を
設
計
に
盛
り
込

み
舗
装
構
成
改
良
事
業
の

付
帯
工
事
と
し
て
事
業
は

進
め
ら
れ
な
い
か
。

議
員 

こ
の
通
学
路
を
災
害

時
の
避
難
道
と
し
て
本
格

的
に
整
備
で
き
な
い
か
。

教
育
長 

こ
の
道
路
は
通
学

路
と
し
て
は
適
し
な
い
為
、

通
学
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

村
に
お
い

て
は
東
西
を
結
ぶ
道
路
が

少
な
い
事
は
認
識
し
て
い

ま
す
。

　県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
探

り
な
が
ら
県
の
事
業
と
し

て
も
要
請
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

都
市
建
設
課
長 

令
和
6
年

度
に
実
施
設
計
、令
和
7
年

度
以
降
に
施
工
す
る
予
定
で

す
。サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
側
の

同
村
道
の
終
点
部
分
に
つ
い

て
は
実
施
設
計
を
も
と
に
今

後
検
討
は
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

議
員 

同
側
溝
の
整
備
に
つ

い
て
は
、先
の
要
望
書
に
も

明
記
し
て
あ
り
ま
す
。立

派
な
事
業
が
で
き
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

村
長 

議
員
に
は
初
当
選
以

来
、こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
、ま
た
、ご
提
言
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　油
断
な
く
完
成
す
る
よ

う
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

令和5年9月定例議会

令和5年9月定例議会 

新
垣
と
当
間
の
間
の

通
学
路
の
整
備

議
員 

改
定
に
向
け
た
進
捗

状
況
は
。

総
務
課
長 

7
月
に
契
約
を

終
え
、住
民
と
の
意
見
交
換

会
に
つ
い
て
は
調
整
中
で

す
。計
画
自
体
は
令
和
5
年

度
中
に
完
成
予
定
で
す
。

議
員 

発
電
所
で
の
事
故
対

応
の
記
載
予
定
、特
に
住
民

避
難
計
画
に
つ
い
て
。

総
務
課
長 

必
要
な
事
項
と

と
ら
え
て
お
り
、改
定
計
画

の
契
約
書
、仕
様
書
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

議
員 

改
定
計
画
に
基
づ
く

訓
練
が
実
施
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。サンヒルズタウン近くの村道と側溝

※村道新垣中央線とは、 新垣地区とサンヒルズタウン地区とを結び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グリーンホームを経て県道29号を結ぶ2級村道　延長1,849m　 
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令和5年9月定例議会 一般質問

議
員 

天
井
の
パ
ネ
ル
落
下

に
よ
り
、安
全
を
考
慮
し
て

使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が

現
在
の
状
況
及
び
、今
後
の

取
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長 
地
震
に
よ

り
体
育
館
の
天
井
パ
ネ
ル
が

１
枚
落
下
し
た
ほ
か
、十
数

枚
が
枠
か
ら
ず
れ
る
被
害
が

あ
り
落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
。今
後
の
予
定
は
危
険

箇
所
を
調
査
し
て
、修
理
、

復
旧
を
行
い
11
月
か
ら
使

用
再
開
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
く
。

議
員 

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上

昇
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、

村
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に

厳
し
い
。村
民
の
立
場
に

立
っ
て
村
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
汗
を
か
い
て
仕
事

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

大城　常良　議員

屋良　照枝　議員

議
員 

大
型
で
強
い
台
風
６

号
の
被
害
、停
電
・
断
水
・
農

作
物
・
浸
水
・
道
路
決
壊
な

ど
当
局
が
ま
と
め
て
い
る
被

害
状
況
を
伺
う
。

村
長  

我
々
行
政
も
私
自
身

も
想
定
以
上
の
も
の
が
来
た

と
い
う
の
が
実
感
で
、人
命

に
関
わ
る
事
が
な
か
っ
た
の

が
幸
い
で
し
た
。今
後
は
こ

れ
を
契
機
に「
災
害
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
」で
は

な
い
け
れ
ど
少
々
油
断
を
し

て
い
た
と
反
省
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

総
務
課
長  

停
電
は
最
大
で

約
6
、9
0
0
戸
、断
水
は

緊
急
断
水
を
防
災
無
線
等

で
呼
び
か
け
を
行
っ
た
時
期

で
6
、1
5
1
世
帯
、１
万

2
、1
8
8
人
に
影
響
。農

作
物
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、野
菜

作
物
、ヘ
チ
マ
や
オ
ク
ラ
、果

樹
で
は
マ
ン
ゴ
ー
等
の
被
害

が
多
く
あ
り
ま
す
。冠
水
や

浸
水
の
被
害
や
道
路
崩
壊

小・中
学
校
建
設
は

災
害
の
備
え
は
大
丈
夫
！

議
員 

①
建
設
計
画
の
進
捗

状
況
は
工
程
表
に
沿
っ
て
進

ん
で
い
る
か
。②
中
小
の
児

童
数
増
加
に
よ
る
教
室
数

の
変
更
及
び
、予
算
処
置
に

影
響
は
あ
る
か
。③
幼
稚
園

閉
園
に
伴
う
建
物
解
体
、借

地
返
還
の
取
組
み
は
。④
各

学
校
で
発
生
し
た
事
件
・
事

故
・
苦
情
等
の
件
数
、及
び

発
生
し
た
場
合
の
処
理
対

応
は
。

村
長 

①
村
内
初
の
P
F
I

事
業
で
今
後
も
し
っ
か
り
建

築
、完
成
ま
で
注
視
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長 

学
校
現
場
と
の
情

報
交
換
、意
見
も
取
り
入
れ

て
子
ど
も
た
ち
が
学
習
し
や

す
い
教
育
環
境
に
し
た
い
。

進
捗
は
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
ま
す
。

議
員 

今
回
、小
・
中
３
校
の

建
設
費
用
が
1
0
0
億
円

以
上
に
な
る
大
変
大
き
な

予
算
規
模
に
な
る
が
、職
員

配
置
の
体
制
は
十
分
整
っ
て

い
る
か
。

教
育
長 

両
小
学
校
、中
学

校
を
同
時
に
進
め
て
い
く
状

況
で
、人
事
担
当
、総
務
課
、

村
長
、副
村
長
と
も
相
談
し

て
対
応
し
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長 

②
当
初
計

画
の
12
教
室
か
ら
３
教
室

増
の
15
教
室
へ
変
更
し
て
お

り
、教
室
増
分
の
建
設
事
業

費
は
４
億
円
程
度
増
額
に

な
る
見
込
み
で
単
費
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。③
今

年
度
中
に
解
体
作
業
を
進

め
、解
体
作
業
終
了
後
は
借

地
地
権
者
へ
返
還
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

④
各
学

校
で
発
生
し
た
事
件
・
事
故

等
は
学
校
が
作
成
す
る
緊

急
第
一
報
で
把
握
し
て
お

り
、令
和
３
年
度
が
９
件
、

令
和
４
年
度
が
６
件
で
苦

情
や
相
談
は
学
校
と
保
護

者
相
談
会
や
村
教
育
委
員

会
の
指
導
助
言
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

等
10
件
、家
屋
や
建
物
の
損

壊
15
件
、そ
の
他
倒
木
や
車

両
の
破
損
等
が
数
十
件
、人

的
被
害
、強
風
に
よ
る
転
倒

な
ど
２
件
、海
岸
護
岸
の
崩

落
は
１
件
、砂
や
軽
石
の
漂

着
は
村
内
各
所
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員 

農
林
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
農
作

物
の
被
害
が
植
え
た
時
期

や
収
穫
間
近
だ
っ
た
の
か
、

き
ち
ん
と
金
額
的
な
率
で

助
成
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
農
家
さ
ん
へ
当
局
も
手

助
け
し
声
か
け
て
助
成
し

て
頂
き
た
い
。

議
員 

避
難
場
所
、利
用
状

況
は
ど
う
対
処
し
た
か

伺
う
。

総
務
課
長  

村
役
場
を
避
難

所
と
し
て
開
設
し
、延
べ
17

世
帯
、37
人
利
用
。停
電
に

伴
う
充
電
支
援
機
器
を
設

置
。村
民
体
育
館
で
は
、入

浴
支
援
、シ
ャ
ワ
ー
を
数
十

名
の
方
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

避
難
所
で
当
局
の
対

応
す
る
職
員
体
制
を
伺
う
。

総
務
課
長  

24
時
間
２
人
体

制
で
管
理
職
あ
る
い
は
係
長

職
で
行
い
ま
し
た
。夜
間
は

男
性
職
員
、昼
間
、朝
に
は

女
性
管
理
職
員
も
動
員
し

て
対
応
し
ま
し
た
。そ
れ
以

外
に
警
戒
本
部
に
総
務
課

の
職
員
が
常
時
お
り
ま
す
。

議
員 

こ
う
い
う
と
き
の
備

蓄
の
食
料
配
布
は
あ
り
ま

し
た
か
。

総
務
課
長  

南
上
原
地
区
の

老
健
施
設
へ
、飲
料
水
と
備

蓄
食
品
、あ
と
パ
ン
や
お
菓

子
を
２
日
間
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

議
員 

備
蓄
に
関
し
て
は
、

ぜ
ひ
申
し
出
が
あ
れ
ば
一

般
家
庭
で
も
配
布
し
て
今

後
の
台
風
、災
害
に
備
え
て

自
主
防
災
や
公
民
館
に
自

動
発
電
設
備
を
考
慮
し
て

頂
き
た
い
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
台
風
６
号
の
災
害
対
策

村
民
体
育
館
の

パ
ネ
ル
落
下
は

（9）

一般質問

議
員 

児
童
生
徒
が
水
難
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
安
全

指
導
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

子
供
た
ち
の
安
全

が
第
一
だ
と
考
え
、事
件
事

故
の
未
然
防
止
に
徹
す
る

よ
う
、校
長
会
、教
頭
会
で

毎
回
、危
機
管
理
に
つ
い
て

話
し
て
お
り
、特
に
夏
休
み

に
入
る
前
は
水
難
事
故
、交

通
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
い

て
周
知
す
る
よ
う
話
し
て
お

り
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

水
難
事

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」の
普
及

　 

と
継
承

比嘉　麻乃　議員

議
員 

高
齢
者
が
元
気
で
長

生
き
し
た
く
な
る
よ
う
な
、

豊
か
で
活
力
あ
る
中
城
村

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、高

齢
者
支
援
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

福
祉
課
と
相
談
し
な

が
ら
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
支

援
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員 

高
齢
者
の
見
守
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長 

緊
急
通
信
シ
ス

テ
ム
、高
齢
者
等
配
食
サ
ー

ビ
ス
、保
健
飲
料
給
付
事
業

の
3
つ
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

議
員 

台
風
や
地
震
、豪
雨

の
災
害
時
の
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長 

担
当
職
員
に
よ

る
個
別
事
案
へ
の
対
応
や
災

害
時
要
援
護
者
の
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
対
象
者
情

令和5年9月定例議会 

台
風
６
号
の

災
害
被
害
と
支
援
は

議
員 

沖
縄
本
島
を
直
撃
し

た
台
風
６
号
は
村
内
、県
内

に
多
大
な
被
害
を
残
し
た
。

①
農
作
物
の
被
害
・
支
援
策

は
。②
道
路
等
の
被
害
は
。

③
高
齢
者
や
独
居
家
庭
の

支
援
は
。④
断
水
の
原
因
と

対
策
は
。

産
業
振
興
課
長 

農
作
物
の

被
害
は
、サ
ト
ウ
キ
ビ
、へ
ち

ま
、オ
ク
ラ
、バ
ナ
ナ
等
が
多

い
。被
害
を
受
け
た
農
業
者

に
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
資
金
等
の
融
資
の
支

援
を
行
う
。

都
市
建
設
課
長 

村
内
道
路

の
被
害
は
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
破
損
、道
路
冠
水
や
砂
、

海
藻
の
打
ち
上
げ
、倒
木
で

の
道
路
封
鎖
、道
路
陥
没
。

福
祉
課
長 
地
域
住
民
等
の

協
力
で
南
上
原
地
区
の
独

居
５５
世
帯
、他
５
世
帯
に
給

水
袋
２
袋
ず
つ
配
布
。台
風

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の

進
捗
と
地
域
説
明
は

石原　昌雄　議員
議
員 

南
上
原
地
区
の
信
号

機
及
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
を
伺
う
。①
県
道
２９
号
線

の
ド
ラ
ッ
グ
モ
リ
近
く
の
交

差
点
に
信
号
機
、横
断
歩
道

表
示
は
。②
同
交
差
点
か

ら
西
側
の
急
カ
ー
ブ
に
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は
。③
村

内
の
信
号
機
設
置
要
請
箇

所
は
。

住
民
生
活
課
長 

①
横
断
歩

道
要
望
書
を
宜
野
湾
署
に

提
出
、協
議
中
。③
設
置
要

請
箇
所
は
南
上
原
中
城

フ
ァ
ー
ム
交
差
点
、登
又

ロ
ー
ソ
ン
前
右
折
信
号
機
切

り
替
え
の
２
箇
所
。

都
市
建
設
課
長 

カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
検
討
し
た
が
出
入

り
に
支
障
と
の
こ
と
で
同
意

が
取
れ
ず
他
の
方
法
を
検

討
す
る
。

議
員 

①
工
事
の
進
捗
は
。

②
事
業
説
明
は
近
隣
住
民

に
も
行
っ
た
か
。

村
長 

今
回
初
め
て
の
B
＆

G
財
団
か
ら
の
支
援
で
あ

り
、第
三
の
居
場
所
づ
く
り

の
今
後
に
も
繋
が
る
。

こ
ど
も
課
長 

８
月
末
現
在

80
・
59
%
で
計
画
通
り
の
進

捗
。近
隣
住
民
に
対
し
て
は

今
後
説
明
会
を
実
施
す
る

予
定
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

時
の
安
否
確
認
、災
害
時
要

援
護
者
の
個
別
支
援
方
法

を
検
討
す
る
。

上
下
水
道
課
長 

断
水
の
原

因
は
県
企
業
局
新
垣
増
圧

ポ
ン
プ
場
の
停
電
で
送
水
が

停
止
。村
は
緊
急
断
水
を
す

る
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

防
災
無
線
及
び
L
I
N
E

で
周
知
。役
場
に
緊
急
給
水

所
を
設
置
。

交
通
安
全
対
策

高
齢
者
支
援

水
難
事
故
防
止

報
の
集
約
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員 

毎
年
9
月
を「
シ
ニ
ア

月
間
」と
し
、護
佐
丸
バ
ス
の

無
料
券
配
布
や
吉
の
浦
会

館
で
お
芝
居
を
企
画
し
、高

齢
者
を
楽
し
ま
せ
る
考
え

は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長 

現
在
、福
祉
課

の
方
で
は
実
施
す
る
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員 
熱
中
症
予
防
と
快
適

な
睡
眠
が
と
れ
る
よ
う
、ご

自
宅
に
エ
ア
コ
ン
が
1
台
も

な
い
、高
齢
者
へ
エ
ア
コ
ン
購

入
費
用
を
助
成
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長 

次
年
度
の
事
業

化
に
向
け
て
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

故
の
発
生
が
夏
休
み
中
に

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
7
月

の
校
長
会
に
お
い
て
安
全
指

導
を
必
ず
行
う
よ
う
確
認

し
ま
し
た
。

議
員 

水
難
事
故
は
海
や
川

な
ど
の
水
遊
び
の
中
で
、洋

服
を
着
た
ま
ま
の
ケ
ー
ス
が

多
い
そ
う
で
す
が
本
村
の
全

学
校
で
服
を
着
た
ま
ま
学

ぶ「
着
衣
水
泳
授
業
」を
夏

休
み
前
に
実
施
で
き
ま
せ

ん
か
。

教
育
総
務
課
主
幹 

着
衣
水

泳
は
不
意
の
転
落
事
故
に

大
き
く
役
立
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。今
後
、学
校
と
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（8）
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議
員 

天
井
の
パ
ネ
ル
落
下

に
よ
り
、安
全
を
考
慮
し
て

使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
が

現
在
の
状
況
及
び
、今
後
の

取
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長 

地
震
に
よ

り
体
育
館
の
天
井
パ
ネ
ル
が

１
枚
落
下
し
た
ほ
か
、十
数

枚
が
枠
か
ら
ず
れ
る
被
害
が

あ
り
落
下
す
る
可
能
性
が

あ
る
。今
後
の
予
定
は
危
険

箇
所
を
調
査
し
て
、修
理
、

復
旧
を
行
い
11
月
か
ら
使

用
再
開
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
く
。

議
員 

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上

昇
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、

村
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に

厳
し
い
。村
民
の
立
場
に

立
っ
て
村
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
汗
を
か
い
て
仕
事

に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

大城　常良　議員

屋良　照枝　議員

議
員 

大
型
で
強
い
台
風
６

号
の
被
害
、停
電
・
断
水
・
農

作
物
・
浸
水
・
道
路
決
壊
な

ど
当
局
が
ま
と
め
て
い
る
被

害
状
況
を
伺
う
。

村
長  

我
々
行
政
も
私
自
身

も
想
定
以
上
の
も
の
が
来
た

と
い
う
の
が
実
感
で
、人
命

に
関
わ
る
事
が
な
か
っ
た
の

が
幸
い
で
し
た
。今
後
は
こ

れ
を
契
機
に「
災
害
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
く
る
」で
は

な
い
け
れ
ど
少
々
油
断
を
し

て
い
た
と
反
省
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

総
務
課
長  

停
電
は
最
大
で

約
6
、9
0
0
戸
、断
水
は

緊
急
断
水
を
防
災
無
線
等

で
呼
び
か
け
を
行
っ
た
時
期

で
6
、1
5
1
世
帯
、１
万

2
、1
8
8
人
に
影
響
。農

作
物
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、野
菜

作
物
、ヘ
チ
マ
や
オ
ク
ラ
、果

樹
で
は
マ
ン
ゴ
ー
等
の
被
害

が
多
く
あ
り
ま
す
。冠
水
や

浸
水
の
被
害
や
道
路
崩
壊

小・中
学
校
建
設
は

災
害
の
備
え
は
大
丈
夫
！

議
員 

①
建
設
計
画
の
進
捗

状
況
は
工
程
表
に
沿
っ
て
進

ん
で
い
る
か
。②
中
小
の
児

童
数
増
加
に
よ
る
教
室
数

の
変
更
及
び
、予
算
処
置
に

影
響
は
あ
る
か
。③
幼
稚
園

閉
園
に
伴
う
建
物
解
体
、借

地
返
還
の
取
組
み
は
。④
各

学
校
で
発
生
し
た
事
件
・
事

故
・
苦
情
等
の
件
数
、及
び

発
生
し
た
場
合
の
処
理
対

応
は
。

村
長 

①
村
内
初
の
P
F
I

事
業
で
今
後
も
し
っ
か
り
建

築
、完
成
ま
で
注
視
し
て
い

き
た
い
。

教
育
長 

学
校
現
場
と
の
情

報
交
換
、意
見
も
取
り
入
れ

て
子
ど
も
た
ち
が
学
習
し
や

す
い
教
育
環
境
に
し
た
い
。

進
捗
は
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
ま
す
。

議
員 

今
回
、小
・
中
３
校
の

建
設
費
用
が
1
0
0
億
円

以
上
に
な
る
大
変
大
き
な

予
算
規
模
に
な
る
が
、職
員

配
置
の
体
制
は
十
分
整
っ
て

い
る
か
。

教
育
長 

両
小
学
校
、中
学

校
を
同
時
に
進
め
て
い
く
状

況
で
、人
事
担
当
、総
務
課
、

村
長
、副
村
長
と
も
相
談
し

て
対
応
し
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長 

②
当
初
計

画
の
12
教
室
か
ら
３
教
室

増
の
15
教
室
へ
変
更
し
て
お

り
、教
室
増
分
の
建
設
事
業

費
は
４
億
円
程
度
増
額
に

な
る
見
込
み
で
単
費
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。③
今

年
度
中
に
解
体
作
業
を
進

め
、解
体
作
業
終
了
後
は
借

地
地
権
者
へ
返
還
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

④
各
学

校
で
発
生
し
た
事
件
・
事
故

等
は
学
校
が
作
成
す
る
緊

急
第
一
報
で
把
握
し
て
お

り
、令
和
３
年
度
が
９
件
、

令
和
４
年
度
が
６
件
で
苦

情
や
相
談
は
学
校
と
保
護

者
相
談
会
や
村
教
育
委
員

会
の
指
導
助
言
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

等
10
件
、家
屋
や
建
物
の
損

壊
15
件
、そ
の
他
倒
木
や
車

両
の
破
損
等
が
数
十
件
、人

的
被
害
、強
風
に
よ
る
転
倒

な
ど
２
件
、海
岸
護
岸
の
崩

落
は
１
件
、砂
や
軽
石
の
漂

着
は
村
内
各
所
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員 

農
林
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
農
作

物
の
被
害
が
植
え
た
時
期

や
収
穫
間
近
だ
っ
た
の
か
、

き
ち
ん
と
金
額
的
な
率
で

助
成
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
農
家
さ
ん
へ
当
局
も
手

助
け
し
声
か
け
て
助
成
し

て
頂
き
た
い
。

議
員 

避
難
場
所
、利
用
状

況
は
ど
う
対
処
し
た
か

伺
う
。

総
務
課
長  

村
役
場
を
避
難

所
と
し
て
開
設
し
、延
べ
17

世
帯
、37
人
利
用
。停
電
に

伴
う
充
電
支
援
機
器
を
設

置
。村
民
体
育
館
で
は
、入

浴
支
援
、シ
ャ
ワ
ー
を
数
十

名
の
方
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

避
難
所
で
当
局
の
対

応
す
る
職
員
体
制
を
伺
う
。

総
務
課
長  

24
時
間
２
人
体

制
で
管
理
職
あ
る
い
は
係
長

職
で
行
い
ま
し
た
。夜
間
は

男
性
職
員
、昼
間
、朝
に
は

女
性
管
理
職
員
も
動
員
し

て
対
応
し
ま
し
た
。そ
れ
以

外
に
警
戒
本
部
に
総
務
課

の
職
員
が
常
時
お
り
ま
す
。

議
員 

こ
う
い
う
と
き
の
備

蓄
の
食
料
配
布
は
あ
り
ま

し
た
か
。

総
務
課
長  

南
上
原
地
区
の

老
健
施
設
へ
、飲
料
水
と
備

蓄
食
品
、あ
と
パ
ン
や
お
菓

子
を
２
日
間
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

議
員 

備
蓄
に
関
し
て
は
、

ぜ
ひ
申
し
出
が
あ
れ
ば
一

般
家
庭
で
も
配
布
し
て
今

後
の
台
風
、災
害
に
備
え
て

自
主
防
災
や
公
民
館
に
自

動
発
電
設
備
を
考
慮
し
て

頂
き
た
い
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
台
風
６
号
の
災
害
対
策

村
民
体
育
館
の

パ
ネ
ル
落
下
は

（9）



県
議
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

北
中
城
村
と
の
共
同

ま
ち
づ
く
り
進
捗
状
況
は

令和5年9月定例議会 一般質問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

指
定
の
変
更
と
対
策

議
員 

津
覇
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

か
ら
、土
砂
災
害
特
別
警
戒

議
員 

第
５
類
移
行
後
の
医

療
の
現
状
や
医
療
費
へ
の
影

響
を
伺
う
。

健
康
保
険
課
長 

医
療
費

他
の
疾
病
と
同
じ
よ
う
に

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
、一

部
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。た
だ
し
、高
額
な
コ
ロ
ナ

の
治
療
薬
と
入
院
費
の
一

部
が
９
月
末
ま
で
公
費
負

担
で
す
。

議
員 

第
５
類
移
行
後
の
村

の
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
の
変
更

点
等
伺
う
。

健
康
保
険
課
長 

食
料
支
援

は
３
月
で
終
了
、現
在
は
感

染
対
策
や
感
染
状
況
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員 

利
便
性
向
上
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
て
、返

納
す
る
動
き
も
あ
り
心
配

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
本
村
の

全
体
の
取
得
率
は
何
％
か
。

65
歳
以
上
の
取
得
は
何
％

か
。健
康
保
険
証
と
紐
づ
け

し
て
い
る
の
は
何
％
か
。65

歳
以
上
は
何
％
か
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

取
得
率
は
、

８
月
末
時
点
で
63
・
6
％
で

す
。全
体
の
申
請
件
数
、交

付
件
数
は
、Ｊ

-ＬＩ
Ｓ
か

ら
送
信
さ
れ
る
情
報
か
ら

確
認
で
き
ま
す
が
、年
齢
別

の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
総
務
省
の
公
表
で
全
国

の
65
歳
以
上
の
取
得
率
は

78
・
8
％
で
す
。

　
保
険
証
の
紐
づ
け
に
関

し
て
は
、把
握
で
き
ま
せ
ん
。

玉那覇　登　議員

議
員 

被
害
状
況
を
伺
う
。

停
電
・
人
的
被
害
・
各
産
業

等
や
高
齢
者
が
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
。一
人
暮
ら

し
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
、連
絡

方
法
は
、災
害
の
マ
ニュ
ア
ル

は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長  

停
電
は
、６
、９

０
０
戸
、断
水
は
、６
、１
５

１
世
帯
。冠
水
等
、崩
落
10

件
、建
物
破
損
15
件
。転
倒

は
２
件
。農
産
物
の
被
害
も

多
か
っ
た
。

福
祉
課
長 

高
齢
者
は
、連

絡
が
な
い
限
り
、把
握
は
出

来
な
い
。配
食
サ
ー
ビ
ス
者

が
訪
問
時
に
異
常
に
気
付
い

た
ら
、連
絡
が
入
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。リ
ス
ト
は
、

県
の
調
査
を
参
考
。連
絡
方

法
は
、民
生
委
員
が
行
う
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、村
独
自
で
は

な
い
。

議
員 

い
ろ
ん
な
意
見
が
出

た
の
で
、そ
れ
を
教
訓
に
活

か
し
て
ほ
し
い
。特
に
、台
風

災
害
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

補
助
金
交
付
団
体

台
風
6
号

議
員 

今
後
の
政
策
等
を
よ

り
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

県
議
と
の
連
携
は
重
要
で

す
。北
中
城
村
と
の
共
同
ま

ち
づ
く
り
、中
部
広
域
へ
の

移
行
、東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ

構
想
を
踏
ま
え
、情
報
共
有

は
不
可
欠
で
あ
る
。

村
長 

多
岐
に
渡
る
こ
と
か

ら
、新
垣
光
栄
県
議
を
中
心

に
、一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
。更
に
、近
隣
の
県
議
の
皆

様
と
私
も
、協
力
し
て
い
き

た
い
。

議
員 

青
年
会
・
婦
人
会
に
つ

い
て
、目
的
・
予
算
・
休
会
中

の
支
援
は
。

村
長 

当
間
の
綱
引
き
を
観

て
、感
銘
を
受
け
た
。老
若

男
女
、子
ど
も
や
、青
年
の

皆
さ
ん
も
活
発
で
、す
ば
ら

し
い
お
祭
り
だ
っ
た
。地
域

の
こ
う
い
う
団
体
は
、つ
な

ぎ
留
め
て
お
く
べ
き
だ
と

感
じ
た
。

生
涯
学
習
課
長 

青
年
会
と

婦
人
会
は
休
会
中
。元
青
年

会
、元
婦
人
会
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ

と
意
見
交
換
の
場
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長 

先
月
、委
員
会
会

議
で
も
話
し
合
い
を
行
っ

た
。手
だ
て
が
な
い
か
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

各
団
体
の
活
動
は
重

要
で
あ
り
、村
と
し
て
も
支

え
て
も
ら
い
、村
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

議
員 

現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長  

パ
ブ
リ
ッ

コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
を
基

に
、十
月
を
め
ど
に
計
画
を

議
員 

台
風
6
号
で
本
村
の

被
害
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長 

被
害
状
況
は
、

停
電
最
大
約
6
、9
0
0

戸
、断
水
6
、1
5
1
世
帯
、

１
万
2
、1
8
8
人
に
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
は
、サ
ト
ウ
キ

ビ
、野
菜
作
物
、ヘ
チ
マ
や
オ

ク
ラ
、マ
ン
ゴ
ー
等
、露
地
栽

培
の
作
物
被
害
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
冠
水
、浸
水
、道
路
崩
壊

10
件
、倒
木
や
車
両
の
破
損

等
数
十
件
、人
的
被
害
は
転

倒
２
件
、海
岸
、護
岸
の
崩

落
１
件
、砂
や
軽
石
等
の
漂

着
は
村
内
各
所
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

被
害
補
助
金
は
村
民
に
知

ら
せ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

比嘉　護　議員
まもる

策
定
す
る
予
定
。

議
員 

今
後
、県
と
の
調
整

も
あ
る
の
で
引
き
続
き
、宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

台風台風

青年会活動青年会活動

まちづくり会議まちづくり会議

婦人会活動婦人会活動

区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）に
指

定
変
更
さ
れ
ま
し
た
。対
策

を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

土
砂
災
害

警
戒
区
域
や
地
滑
り
防
止

区
域
の
指
定
は
、沖
縄
県
が

実
施
し
ま
す
。地
滑
り
防
止

区
域
に
指
定
さ
れ
た
場
所

は
、順
次
、県
が
地
滑
り
対

策
工
事
を
行
っ
て
い
て
現

在
、奥
間
地
区
の
地
滑
り

防
止
区
域
指
定
に
向
け
て

同
意
取
得
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク

（11）

一般質問

新垣　博正　議員

議
員 

集
落
内
の
排
水
溝
に

土
砂
が
堆
積
し
水
は
け
が

悪
く
、雨
天
時
に
は
あ
ふ
れ

出
し
悪
臭
を
放
つ
ケ
ー
ス
も

あ
り
日
頃
よ
り
点
検
、維
持

管
理
に
努
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

都
市
建
設
課
長 

住
民
か
ら

の
通
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に

現
場
状
況
を
確
認
し
、早
急

な
対
応
に
努
め
ま
す
。

議
員 

村
道
の
維
持
管
理
状

況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

都
市
建
設
課
長 

村
道
数
３

８
１
路
線
あ
り
破
損
箇
所

が
あ
っ
た
場
合
は
修
繕
な
ど

行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
も

さ
れ
て
な
い
た
め
草
木
が
生

い
茂
り
全
然
行
き
届
い
て
な

い
認
定
道
路
も
多
数
あ
り

災
害
時
の
避
難
道
路
と
し

て
緊
急
時
に
も
通
れ
る
よ

台
風
６
号
の

被
害
状
況
は

公
共
物
の

維
持
管
理
状
況

令和5年9月定例議会 

共
同
の
ま
ち
づ
く
り

住
民
意
見
の
求
め
方

議
員 

①
意
見
公
募
の
結
果

は
。②
住
民
に
分
か
り
易
い

書
式
に
な
っ
て
い
た
か
。

③
中
部
広
域
移
行
へ
の
大
切

な
公
募
だ
と
理
解
さ
れ
て
い

た
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長

①
総
数

４４
名
。総
人
口
に
対
し
、総

数
比
率
は
０
・
19
％
と
な
り

ま
す
。

②
分
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

③
移
行
へ
の
点
で
は
理
解
さ

れ
る
公
募
と
は
言
え
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

議
員 

意
見
公
募
が
最
重
要

で
氏
名
や
メ
ル
ア
ド
は
任
意

で
の
書
式
に
改
善
を
行
う
べ

き
で
す
。

　
今
後
の
取
組
に
住
民
説

明
会
・
意
見
を
求
め
る
場
は

あ
る
の
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 
土
地
利
用

の
制
限
な
ど
、地
域
と
の
合

自
治
会
と
行
政
連
携
の

災
害
対
応
策

新垣　修　議員
議
員 

①
台
風
災
害（
３
日

以
上
の
停
電
・
断
水
時
）に

お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
あ

る
か
。

②
事
務
委
託
者
や
自
治
会

長
へ
の
伝
達
、連
絡
手
段
、方

法
が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長 

①
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

断
水
は
、上
下
水
道
課
で
策

定
が
あ
り
ま
す
。

②
伝
達
方
法
は
電
話
で
の

方
法
で
考
え
て
い
ま
す
。

議
員 

地
域
で
対
処
し
た
行

為
や
今
後
の
課
題
、対
応

策
、地
域
で
で
き
る
共
助
の

行
為
、行
政
と
地
域
に
よ
る

連
携
、情
報
の
共
有
、要
望

事
項
な
ど
、協
議
の
場
を
設

け
た
か
ど
う
か
。

総
務
課
長 

行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

「
島
に
ん
じ
ん
の
日
」っ
て 

村
民
に
は
何
の
日
？

議
員 

セ
レ
モ
ニ
ー
だ
け
で
は

な
く
村
内
の
飲
食
店
で
も

島
ニ
ン
ジ
ン
料
理
を
提
供
出

来
る
様
な
取
組
を
実
施
し

て
！
こ
れ
は
村
民
か
ら
の
寄

せ
ら
れ
た
声
で
す
。

議
員 

８
月
上
旬
の
台
風
６

号
被
害
状
況
及
び
被
災
者

支
援
の
相
談
窓
口
を
役
場

内
に
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

総
務
課
長 

停
電
6
、9
0

0
戸
、断
水
6
、1
5
1
世
帯
、

1
2
、1
8
8
人
に
影
響
。

農
作
物
被
害
多
数
、道
路
崩

壊
等
10
件
、家
屋
等
の
損

壊
15
件
、倒
木
や
車
両
破
損

数
十
件
、転
倒
に
よ
る
ケ
ガ

２
件
、護
岸
の
崩
落
１
件
を

確
認
し
て
い
ま
す
。被
災
者

支
援
の
相
談
専
用
、特
設

で
は
な
い
が
一
時
的
な
相

談
窓
口
は
総
務
課
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

村
長 
反
省
点
も
多
々
あ

り
、支
援
を
要
す
る
方
々
へ

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
し
っ
か

り
と
っ
て
い
き
、今
後
に
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

う
に
徹
底
し
て
維
持
管
理

す
べ
き
で
は
。

都
市
建
設
課
長 

財
政
的
な

面
も
あ
り
全
て
に
対
応
す

る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難

で
す
が
、補
助
メ
ニ
ュ
ー
も

活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員 

街
路
樹
の
維
持
管
理

状
況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

都
市
建
設
課
長 

松
や
黒
木

等
を
選
定
し
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
。車
や
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
が
あ
っ
た
場
合
は
剪

定
、伐
採
し
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

県
道
等
は
災
害
に
適

し
た
樹
木
の
選
定
や
維
持

管
理
方
法
に
つ
い
て
研
修
を

行
う
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い

ま
す
。参
考
に
し
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

議
員 

消
火
栓
標
識
が
経
年

劣
化
し
て
い
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。維
持
管
理
状

況
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

上
下
水
道
課
長 

年
１
回
２

５
２
基
を
点
検
し
て
、標
識

に
つ
い
て
は
消
防
組
合
で
管

理
し
て
お
り
情
報
提
供
し

対
応
に
努
め
ま
す
。

意
形
成
を
図
る
為
、説
明
会

等
は
行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員 

『
両
村
共
同
で
の
移

行
』前
例
の
な
い
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
も
、前
例
の

な
い
密
な
取
組
を
一
つ
一
つ

丁
寧
に
行
う
事
を
要
望
し

ま
す
。

議
員 

自
治
会
長
会
に
お
い

て
自
主
防
災
組
織
、各
自
治

会
で
今
回
の
災
害
対
応
す

る
た
め
に
は
、行
政
と
の
連

携
で
必
要
な
課
題
と
し
て

①
機
材
活
用
方
や
防
災
に

関
し
て
の
状
況
対
処
方
な

ど
勉
強
会
や
情
報
の
場
が

な
い
事
。

②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
ほ
し
い
。

③
非
常
発
電
機
の
貸
出
制

度
が
あ
れ
ば
、充
電
拠
点
や

災
害
支
援
に
活
用
し
て
み

た
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た

の
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

チデークニ肝シンジチデークニ肝シンジ

チデークニイリチーチデークニイリチー

①
総
数
が
、
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県
議
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

北
中
城
村
と
の
共
同

ま
ち
づ
く
り
進
捗
状
況
は

令和5年9月定例議会 一般質問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

指
定
の
変
更
と
対
策

議
員 

津
覇
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

か
ら
、土
砂
災
害
特
別
警
戒

議
員 

第
５
類
移
行
後
の
医

療
の
現
状
や
医
療
費
へ
の
影

響
を
伺
う
。

健
康
保
険
課
長 

医
療
費

他
の
疾
病
と
同
じ
よ
う
に

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
、一

部
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。た
だ
し
、高
額
な
コ
ロ
ナ

の
治
療
薬
と
入
院
費
の
一

部
が
９
月
末
ま
で
公
費
負

担
で
す
。

議
員 

第
５
類
移
行
後
の
村

の
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
の
変
更

点
等
伺
う
。

健
康
保
険
課
長 

食
料
支
援

は
３
月
で
終
了
、現
在
は
感

染
対
策
や
感
染
状
況
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員 

利
便
性
向
上
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
て
、返

納
す
る
動
き
も
あ
り
心
配

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
本
村
の

全
体
の
取
得
率
は
何
％
か
。

65
歳
以
上
の
取
得
は
何
％

か
。健
康
保
険
証
と
紐
づ
け

し
て
い
る
の
は
何
％
か
。65

歳
以
上
は
何
％
か
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

取
得
率
は
、

８
月
末
時
点
で
63
・
6
％
で

す
。全
体
の
申
請
件
数
、交

付
件
数
は
、Ｊ

-ＬＩ
Ｓ
か

ら
送
信
さ
れ
る
情
報
か
ら

確
認
で
き
ま
す
が
、年
齢
別

の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
総
務
省
の
公
表
で
全
国

の
65
歳
以
上
の
取
得
率
は

78
・
8
％
で
す
。

　
保
険
証
の
紐
づ
け
に
関

し
て
は
、把
握
で
き
ま
せ
ん
。

玉那覇　登　議員

議
員 

被
害
状
況
を
伺
う
。

停
電
・
人
的
被
害
・
各
産
業

等
や
高
齢
者
が
動
け
な
く

な
っ
た
場
合
は
。一
人
暮
ら

し
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
、連
絡

方
法
は
、災
害
の
マ
ニュ
ア
ル

は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長  

停
電
は
、６
、９

０
０
戸
、断
水
は
、６
、１
５

１
世
帯
。冠
水
等
、崩
落
10

件
、建
物
破
損
15
件
。転
倒

は
２
件
。農
産
物
の
被
害
も

多
か
っ
た
。

福
祉
課
長 

高
齢
者
は
、連

絡
が
な
い
限
り
、把
握
は
出

来
な
い
。配
食
サ
ー
ビ
ス
者

が
訪
問
時
に
異
常
に
気
付
い

た
ら
、連
絡
が
入
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。リ
ス
ト
は
、

県
の
調
査
を
参
考
。連
絡
方

法
は
、民
生
委
員
が
行
う
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、村
独
自
で
は

な
い
。

議
員 

い
ろ
ん
な
意
見
が
出

た
の
で
、そ
れ
を
教
訓
に
活

か
し
て
ほ
し
い
。特
に
、台
風

災
害
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

補
助
金
交
付
団
体

台
風
6
号

議
員 

今
後
の
政
策
等
を
よ

り
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

県
議
と
の
連
携
は
重
要
で

す
。北
中
城
村
と
の
共
同
ま

ち
づ
く
り
、中
部
広
域
へ
の

移
行
、東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ

構
想
を
踏
ま
え
、情
報
共
有

は
不
可
欠
で
あ
る
。

村
長 

多
岐
に
渡
る
こ
と
か

ら
、新
垣
光
栄
県
議
を
中
心

に
、一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
。更
に
、近
隣
の
県
議
の
皆

様
と
私
も
、協
力
し
て
い
き

た
い
。

議
員 

青
年
会
・
婦
人
会
に
つ

い
て
、目
的
・
予
算
・
休
会
中

の
支
援
は
。

村
長 

当
間
の
綱
引
き
を
観

て
、感
銘
を
受
け
た
。老
若

男
女
、子
ど
も
や
、青
年
の

皆
さ
ん
も
活
発
で
、す
ば
ら

し
い
お
祭
り
だ
っ
た
。地
域

の
こ
う
い
う
団
体
は
、つ
な

ぎ
留
め
て
お
く
べ
き
だ
と

感
じ
た
。

生
涯
学
習
課
長 

青
年
会
と

婦
人
会
は
休
会
中
。元
青
年

会
、元
婦
人
会
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ

と
意
見
交
換
の
場
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長 

先
月
、委
員
会
会

議
で
も
話
し
合
い
を
行
っ

た
。手
だ
て
が
な
い
か
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員 

各
団
体
の
活
動
は
重

要
で
あ
り
、村
と
し
て
も
支

え
て
も
ら
い
、村
を
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

議
員 

現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長  

パ
ブ
リ
ッ

コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
を
基

に
、十
月
を
め
ど
に
計
画
を

議
員 

台
風
6
号
で
本
村
の

被
害
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長 

被
害
状
況
は
、

停
電
最
大
約
6
、9
0
0

戸
、断
水
6
、1
5
1
世
帯
、

１
万
2
、1
8
8
人
に
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。

　
農
作
物
は
、サ
ト
ウ
キ

ビ
、野
菜
作
物
、ヘ
チ
マ
や
オ

ク
ラ
、マ
ン
ゴ
ー
等
、露
地
栽

培
の
作
物
被
害
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
冠
水
、浸
水
、道
路
崩
壊

10
件
、倒
木
や
車
両
の
破
損

等
数
十
件
、人
的
被
害
は
転

倒
２
件
、海
岸
、護
岸
の
崩

落
１
件
、砂
や
軽
石
等
の
漂

着
は
村
内
各
所
で
確
認
し

て
い
ま
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

被
害
補
助
金
は
村
民
に
知

ら
せ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

比嘉　護　議員
まもる

策
定
す
る
予
定
。

議
員 

今
後
、県
と
の
調
整

も
あ
る
の
で
引
き
続
き
、宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

台風台風

青年会活動青年会活動

まちづくり会議まちづくり会議

婦人会活動婦人会活動

区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）に
指

定
変
更
さ
れ
ま
し
た
。対
策

を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

土
砂
災
害

警
戒
区
域
や
地
滑
り
防
止

区
域
の
指
定
は
、沖
縄
県
が

実
施
し
ま
す
。地
滑
り
防
止

区
域
に
指
定
さ
れ
た
場
所

は
、順
次
、県
が
地
滑
り
対

策
工
事
を
行
っ
て
い
て
現

在
、奥
間
地
区
の
地
滑
り

防
止
区
域
指
定
に
向
け
て

同
意
取
得
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
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自
治
公
民
館
に

書
記
を
配
置
し
て
、

地
域
活
性
化
を
図
る

中
城
小・中
城
南
小
、

校
区
内
の
施
設
整
備

令和5年9月定例議会 一般質問

台
風
等
に
よ
る

自
然
災
害

議
員 

台
風
６
号
に
よ
る
災

害
で
、村
道
新
川
線
が
崩
壊

し
通
行
出
来
な
く
な
っ
た
現

場
は
、緊
急
対
応
で
通
行
は

可
能
と
な
っ
た
が
、再
度
復

旧
工
事
が
必
要
で
あ
り
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

新
川
線
は

橋
梁
掛
け
替
え
工
事
を

行
っ
て
お
り
、橋
梁
の
工
事

を
完
成
さ
せ
、そ
の
後
本
復

旧
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

議
員 

台
風
の
影
響
で
北
上

原
地
内
の
歴
史
の
道
の
す

ぐ
そ
ば
で
崩
落
が
起
き
て

お
り
ど
の
様
に
対
応
す
る
の

か
。又
、そ
の
近
く
で
民
家
の

庭
が
崩
落
す
る
災
害
が
起

き
た
が
災
害
対
策
の
進
捗

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
該
箇
所

は
、南
部
林
業
事
務
所
の
ほ

う
で
、地
滑
り
防
止
区
域
へ

指
定
予
定
の
箇
所
と
な
っ
て

お
り
、防
止
区
域
指
定
後
に

対
策
工
事
が
行
わ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。村
の
管
理
道

路
で
あ
る
歴
史
の
道
に
つ
い

て
は
、道
路
崩
壊
を
事
前
に

防
ぐ
た
め
、法
面
に
緊
急
対

策
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

議
員 

以
前
、北
上
原
安
里

桃原　清　議員

新垣　貞則　議員

議
員 

①
国
道
3
2
9
号
線

下「
中
城
モ
ー
ル
〜
町
田
機

工
側
」は
、排
水
路
整
備
が

な
く
、区
民
の
住
宅
建
設
を

妨
げ
て
い
る
が
対
策
は
。②

久
場
1
8
8
1
番
地
に
11

月
住
宅
が
完
成
し
ま
す
が
、

高
潮
の
時
に
海
岸
ゴ
ミ
が
飛

ん
で
く
る
が
、防
砂
ネ
ッ
ト

の
設
置
は
。③
不
二
宮
工
業

周
辺
護
岸
に
陥
没
し
た
箇

所
が
あ
る
が
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長  

①
排
水
路

設
置
の
要
望
箇
所
は
、沖
縄

県
の
所
有
地
が
あ
る
た
め

占
用
可
能
か
確
認
し
ま
す
。

所
有
地
間
の
排
水
処
理
に

な
る
た
め
、個
人
負
担
の
整

備
に
な
る
。②
県
の
ほ
う
で

所
管
の
位
置
が
不
明
で
あ

り
、整
備
は
所
管
が
決
ま
っ

て
か
ら
の
設
置
検
討
。③
沖

縄
県
海
岸
防
災
課
へ
現
状

を
報
告
し
、復
旧
な
ど
の
対

策
は
予
算
を
確
保
し
、応
急

対
策
を
検
討
。

新
川
１
号
橋
工
事

久
場
地
区
の
施
設
整
備

議
員 

各
地
区
の
公
民
館
を

活
用
し
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

図
る
た
め
に
、久
場
地
区
を

書
記
配
置
の
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
し
て
、地
域
活
性
化
を

図
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長 

私
と
し
て
は
非
常

に
地
域
活
性
化
を
す
る
た

め
に
は
大
事
だ
と
、今
ま
で

の
経
験
上
思
っ
て
い
ま
す

が
、予
算
面
も
あ
り
ま
す
し
、

全
体
で
検
討
し
な
い
と
い
け

な
い
事
項
と
思
い
ま
す
。

議
員 

登
又
児
童
公
園
遊
具

の
す
べ
り
台
、ブ
ラ
ン
コ
な
ど

の
部
分
に
劣
化
が
見
ら
れ

危
険
で
あ
る
。村
内
児
童
公

園
の
遊
具
危
険
箇
所
修
繕

の
取
組
は
。

都
市
建
設
課
長 

今
年
度
、

遊
具
の
点
検
を
行
い
、遊
具

ご
と
の
損
傷
具
合
を
確
認

し
て
、優
先
順
位
を
決
め
て

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

２
級
村
道
新
川
線
に

架
か
る
新
川
１
号
橋
長
寿

命
化
工
事
に
つ
い
て
、工
期

の
変
更
及
び
そ
の
原
因
に
つ

い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
初
工
期

は
、令
和
４
年
10
月
14
日
か

ら
令
和
５
年
２
月
28
日
ま

で
で
す
が
、令
和
５
年
12
月

末
ま
で
変
更
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。原
因
は
設
計
と

異
な
っ
た
線
形
で
の
施
工
を

行
っ
た
か
ら
で
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

議
員 

児
童
公
園
で
小
・
中
・

高
校
生
が
野
球
を
楽
し
ん

で
い
る
、簡
易
ネ
ッ
ト
は
劣

化
し
て
危
険
で
あ
る
が
、バッ

ク
ネ
ッ
ト
設
置
の
取
組
は
。

都
市
建
設
課
長 

バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
は
、補
助
事
業
は
低
い

の
で
、県
と
協
議
の
中
で
可

能
な
限
り
で
き
る
よ
う
に

協
議
。

木のすべり台・ブランコなどに劣化公民館を活用して健康講座

不二宮工業周辺の護岸陥没

間
で
県
道
35
号
線
を
越
え

て
の
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
の

災
害
が
あ
っ
た
が
、今
度
、そ

こ
の
す
ぐ
近
く
の
当
間
地

内
で
法
面
か
ら
県
道
35
号

線
に
土
砂
が
寄
せ
て
く
る

兆
候
が
見
ら
れ
る
。ど
の
様

な
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か

伺
う
。

都
市
建
設
課
長 
中
部
土
木

事
務
所
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
、地
滑
り
防
止
区
域
の
構

造
物
で
あ
り
、現
場
確
認
を

行
っ
た
上
で
、必
要
に
応
じ

た
対
応
を
検
討
す
る
と
の

事
で
す
。

議
員 

４
年
前
に
北
上
原
地

内
で
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、数

基
の
墓
と
参
道
が
埋
ま
る

災
害
が
あ
っ
た
。今
年
８
月

に
工
事
に
関
す
る
説
明
会

が
開
か
れ
た
が
内
容
を
把

握
し
て
い
る
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

内
容
に
つ

い
て
は
施
工
方
法
、御
遺
骨

の
回
収
か
ら
引
き
渡
し
に

関
す
る
説
明
、墓
地
参
道
の

復
旧
に
関
し
て
は
県
の
事
業

で
は
復
旧
す
る
事
は
出
来

な
い
事
を
説
明
し
た
と
の
事

で
す
。
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一般質問

議
員 

今
年
度
の
小
学
校
・

中
学
校
の
不
登
校
児
の
人

数
を
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

7
月
末

現
在
、不
登
校
と
さ
れ
る
30

日
以
上
の
欠
席
者
は
、小
学

校
11
名
、中
学
校
14
名
の
合

計
25
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員 

中
学
校
の
女
子
の
制

服
は
、夏
・
冬
服
と
色
が
変

わ
り
通
年
利
用
が
で
き
ず

家
計
の
負
担
が
大
き
い
と

保
護
者
か
ら
の
声
も
あ
り
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
男
女
の
制
服
の
デ
ザ
イ
ン

も
見
直
す
時
期
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
今
後
、変

更
す
る
予
定
は
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

現
在
の

と
こ
ろ
保
護
者
の
経
済
的

負
担
も
増
え
る
と
こ
ろ
か

ら
変
更
予
定
は
な
く
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
、

制
服
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

生
徒
本
人
や
保
護
者
か
ら

の
相
談
が
あ
れ
ば
、個
別
に

制
服
の
選
択
な
ど
を
踏
ま

え
、柔
軟
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

議
員 

女
子
の
制
服
の
夏
・

冬
服
の
色
を
統
一
し
て
ス

カ
ー
ト
に
関
し
て
は
通
年
利

用
で
き
る
よ
う
に
、男
子
の

小・中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
取
組
状
況

令和5年9月定例議会 

農
薬
の

補
助
の
ア
ッ
プ
を

議
員 

農
家
の
支
援
対
策
と

し
て
農
薬
補
助
ア
ッ
プ
の
考

え
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長 

農
薬
の
補

助
に
つ
き
ま
し
て
は
、毎
年

度
購
入
額
の
10
％
を
補
助

し
て
お
り
ま
す
。

議
員 

現
状
の
補
助
率
で
は

近
隣
市
町
村
よ
り
農
薬
の

補
助
が
少
な
い
と
考
え
る

が
、村
長
・
副
村
長
、補
助
率

ア
ッ
プ
は
考
え
ら
れ
る
か
。

（
村
長
・
副
村
長 

答
弁
な

し
）

産
業
振
興
課
長 

中
城
村
は

購
入
額
の
10
％
。う
る
ま
市

が
30
％
、沖
縄
市
が
25
％
、西

原
町
が
20
％
、北
中
城
村
20

％
で
新
年
度
予
算
、12
月
の

補
正
予
算
で
協
議
し
て
農

家
の
た
め
に
20
％
以
上
を

目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
城
村
旧
集
落
地
区
の

里
道
拡
張
整
備
を

金城　章　議員
議
員 

緩
和
区
域
内
の
里
道

整
備
計
画
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

里
道
に
つ

い
て
は
舗
装
な
ど
整
備
は
基

本
的
に
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。整
備
計
画
は
現
在
の
と

こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員 

旧
集
落
の
里
道
拡
張

整
備（
住
宅
緩
和
区
域
内
）

で
す
。本
村
に
は
旧
集
落
跡

地
が
多
く
あ
り
ま
す
。以
前

で
は
1
8
0
0（
１
間
）と

大
き
な
馬
車
道
で
し
た
が
、

現
在
で
は
狭
く
利
用
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。そ
こ
に

住
宅
を
建
築
す
る
た
め
に

は
拡
張
整
備
が
必
要
で
す
。

計
画
の
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

里
道
は
本

来
、法
定
外
道
路
で
平
成
16

年
国
よ
り
管
理
の
移
管
を

受
け
て
お
り
ま
す
。里
道
整

備
を
行
う
場
合
、無
地
番
の

道
路
で
す
の
で
国
よ
り
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。現
在
の
と
こ
ろ
は
建

築
を
す
る
際
に
こ
の
里
道

を
接
道
要
件
と
し
て
使
え

る
場
合
は
建
築
さ
れ
る
方

で
整
備
を
行
っ
て
許
可
を
下

ろ
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議
員 

村
民
が
建
築
す
る
場

議
員 

コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
生

徒
へ
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
、現
在
授
業
で
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

具
体
的

に
は
、教
科
書
等
の
指
導
に

お
い
て
教
師
に
よ
る
教
材
の

提
示
や
、児
童
生
徒
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
情
報

収
集
、自
己
の
学
習
の
記
録

と
し
て
写
真
や
動
画
機
能

も
利
用
し
て
い
ま
す
。

議
員 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
さ
ら
に
活

用
し
て
自
宅
で
も
学
習
で

き
る
環
境
整
備
し
長
期
欠

席
や
病
気
で
お
休
み
し
た

生
徒
が
学
校
に
戻
り
や

す
い
環
境
整
備
を
要
望
し

ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
用
い
た
学
習
支
援
は
今

後
、必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
の
制
服

不
登
校
児
の
対
応

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

小橋川　恵美　議員
めぐみ

シ
ャ
ツ
に
は
、ノ
ー
ア
イ
ロ
ン

へ
変
更
し
家
事
の
負
担
が
軽

減
で
き
る
よ
う
に
等
、ま
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
も
今
後
、デ
ザ
イ
ン
含
め

生
徒
や
保
護
者
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
検
討
を
要
望

し
ま
す
。

教
育
総
務
課
主
幹 

制
服
等

を
含
め
ま
し
て
学
校
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
は
変
化

し
て
い
ま
す
の
で
今
後
、児

童
生
徒
が
積
極
的
に
話
合

う
機
会
を
つ
く
り
、保
護
者

の
要
望
を
き
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
高
校
入
学
時
の
パ
ソ
コ
ン

　購
入
費
に
一
部
助
成
を

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
宜
野
湾
横
断
道
路

●
県
道
29
号
線
計
画

●
学
校
建
設

●
台
風
時
の
災
害

合
に
道
路
整
備（
里
道
拡

張
）も
自
ら
行
う
の
は
負
担

が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。住

宅
を
増
や
す
た
め
に
も
緩

和
区
域
の
里
道
は
拡
張
を

計
画
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。今
後
の
住
宅
増

を
目
指
す
様
、村
単
費
の
予

算
で
も
道
路
整
備
は
行
う

べ
き
と
考
え
整
備
を
望
む
。
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自
治
公
民
館
に

書
記
を
配
置
し
て
、

地
域
活
性
化
を
図
る

中
城
小・中
城
南
小
、

校
区
内
の
施
設
整
備

令和5年9月定例議会 一般質問

台
風
等
に
よ
る

自
然
災
害

議
員 

台
風
６
号
に
よ
る
災

害
で
、村
道
新
川
線
が
崩
壊

し
通
行
出
来
な
く
な
っ
た
現

場
は
、緊
急
対
応
で
通
行
は

可
能
と
な
っ
た
が
、再
度
復

旧
工
事
が
必
要
で
あ
り
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

新
川
線
は

橋
梁
掛
け
替
え
工
事
を

行
っ
て
お
り
、橋
梁
の
工
事

を
完
成
さ
せ
、そ
の
後
本
復

旧
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

議
員 

台
風
の
影
響
で
北
上

原
地
内
の
歴
史
の
道
の
す

ぐ
そ
ば
で
崩
落
が
起
き
て

お
り
ど
の
様
に
対
応
す
る
の

か
。又
、そ
の
近
く
で
民
家
の

庭
が
崩
落
す
る
災
害
が
起

き
た
が
災
害
対
策
の
進
捗

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
該
箇
所

は
、南
部
林
業
事
務
所
の
ほ

う
で
、地
滑
り
防
止
区
域
へ

指
定
予
定
の
箇
所
と
な
っ
て

お
り
、防
止
区
域
指
定
後
に

対
策
工
事
が
行
わ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。村
の
管
理
道

路
で
あ
る
歴
史
の
道
に
つ
い

て
は
、道
路
崩
壊
を
事
前
に

防
ぐ
た
め
、法
面
に
緊
急
対

策
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

議
員 

以
前
、北
上
原
安
里

桃原　清　議員

新垣　貞則　議員

議
員 

①
国
道
3
2
9
号
線

下「
中
城
モ
ー
ル
〜
町
田
機

工
側
」は
、排
水
路
整
備
が

な
く
、区
民
の
住
宅
建
設
を

妨
げ
て
い
る
が
対
策
は
。②

久
場
1
8
8
1
番
地
に
11

月
住
宅
が
完
成
し
ま
す
が
、

高
潮
の
時
に
海
岸
ゴ
ミ
が
飛

ん
で
く
る
が
、防
砂
ネ
ッ
ト

の
設
置
は
。③
不
二
宮
工
業

周
辺
護
岸
に
陥
没
し
た
箇

所
が
あ
る
が
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長  

①
排
水
路

設
置
の
要
望
箇
所
は
、沖
縄

県
の
所
有
地
が
あ
る
た
め

占
用
可
能
か
確
認
し
ま
す
。

所
有
地
間
の
排
水
処
理
に

な
る
た
め
、個
人
負
担
の
整

備
に
な
る
。②
県
の
ほ
う
で

所
管
の
位
置
が
不
明
で
あ

り
、整
備
は
所
管
が
決
ま
っ

て
か
ら
の
設
置
検
討
。③
沖

縄
県
海
岸
防
災
課
へ
現
状

を
報
告
し
、復
旧
な
ど
の
対

策
は
予
算
を
確
保
し
、応
急

対
策
を
検
討
。

新
川
１
号
橋
工
事

久
場
地
区
の
施
設
整
備

議
員 

各
地
区
の
公
民
館
を

活
用
し
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

図
る
た
め
に
、久
場
地
区
を

書
記
配
置
の
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
し
て
、地
域
活
性
化
を

図
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長 
私
と
し
て
は
非
常

に
地
域
活
性
化
を
す
る
た

め
に
は
大
事
だ
と
、今
ま
で

の
経
験
上
思
っ
て
い
ま
す

が
、予
算
面
も
あ
り
ま
す
し
、

全
体
で
検
討
し
な
い
と
い
け

な
い
事
項
と
思
い
ま
す
。

議
員 

登
又
児
童
公
園
遊
具

の
す
べ
り
台
、ブ
ラ
ン
コ
な
ど

の
部
分
に
劣
化
が
見
ら
れ

危
険
で
あ
る
。村
内
児
童
公

園
の
遊
具
危
険
箇
所
修
繕

の
取
組
は
。

都
市
建
設
課
長 

今
年
度
、

遊
具
の
点
検
を
行
い
、遊
具

ご
と
の
損
傷
具
合
を
確
認

し
て
、優
先
順
位
を
決
め
て

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

２
級
村
道
新
川
線
に

架
か
る
新
川
１
号
橋
長
寿

命
化
工
事
に
つ
い
て
、工
期

の
変
更
及
び
そ
の
原
因
に
つ

い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

当
初
工
期

は
、令
和
４
年
10
月
14
日
か

ら
令
和
５
年
２
月
28
日
ま

で
で
す
が
、令
和
５
年
12
月

末
ま
で
変
更
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。原
因
は
設
計
と

異
な
っ
た
線
形
で
の
施
工
を

行
っ
た
か
ら
で
す
。

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

議
員 

児
童
公
園
で
小
・
中
・

高
校
生
が
野
球
を
楽
し
ん

で
い
る
、簡
易
ネ
ッ
ト
は
劣

化
し
て
危
険
で
あ
る
が
、バッ

ク
ネ
ッ
ト
設
置
の
取
組
は
。

都
市
建
設
課
長 

バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
は
、補
助
事
業
は
低
い

の
で
、県
と
協
議
の
中
で
可

能
な
限
り
で
き
る
よ
う
に

協
議
。

木のすべり台・ブランコなどに劣化公民館を活用して健康講座

不二宮工業周辺の護岸陥没

間
で
県
道
35
号
線
を
越
え

て
の
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
の

災
害
が
あ
っ
た
が
、今
度
、そ

こ
の
す
ぐ
近
く
の
当
間
地

内
で
法
面
か
ら
県
道
35
号

線
に
土
砂
が
寄
せ
て
く
る

兆
候
が
見
ら
れ
る
。ど
の
様

な
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か

伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

中
部
土
木

事
務
所
へ
確
認
し
た
と
こ

ろ
、地
滑
り
防
止
区
域
の
構

造
物
で
あ
り
、現
場
確
認
を

行
っ
た
上
で
、必
要
に
応
じ

た
対
応
を
検
討
す
る
と
の

事
で
す
。

議
員 

４
年
前
に
北
上
原
地

内
で
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、数

基
の
墓
と
参
道
が
埋
ま
る

災
害
が
あ
っ
た
。今
年
８
月

に
工
事
に
関
す
る
説
明
会

が
開
か
れ
た
が
内
容
を
把

握
し
て
い
る
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

内
容
に
つ

い
て
は
施
工
方
法
、御
遺
骨

の
回
収
か
ら
引
き
渡
し
に

関
す
る
説
明
、墓
地
参
道
の

復
旧
に
関
し
て
は
県
の
事
業

で
は
復
旧
す
る
事
は
出
来

な
い
事
を
説
明
し
た
と
の
事

で
す
。
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中城村・北中城村共同のまちづくり計画（素案）

中部広域都市計画区域指定変更（移行）
への課題と取組み

素案を住民に公開し意見（パブリックコメント）を求めた。両村住民から寄せられた意見は
◇総数１５６件　内訳：◇中城村84件 ◇北中城村３１件 □両村に意見41件

両村長の記者会見 終了後の握手

それが

①計画全体への意見　 　　※63件
項目ごとの分類

※意見をＨＰで公開してほしい。　※課題も多いが両村が共に活性する計画に期待する。
※地域コミュニティ存続のため地域格差の解消に期待する。　※中部広域移行とはどのような事なのか。
意見多数あり　※中部広域移行に関わる（メリット・デメリット）全般の説明会を要望する。

※土地の利活用で両村の課題解決を図る方策に期待する。　※斜面緑地、自然な景観保全を守るよう。　
意見多数あり　※住宅建設土地の拡大・商業用地と施設の誘致に期待する。

※中城城跡は歴史的遺産と拠点になるので棄損する開発は規制すべき。

※コミュニティバス交通機関の充実と公共交通機関への連携強化で交通ネットワーク構築を期待する。
※自転車道の整備の推進でシェアリングサービス導入の拡充に期待する。

⑩展望に関しての意見　　　※19件

※両村に対して意見が出され、人口流動関連、両村が抱えるまちづくり展望に意見が出されており、
　内容を整理してほしいとの意見等が寄せられています。

⑨防災関連への意見　 　　 ※6件
⑦産業⑧観光への意見　　  ※3件

 ⑥交通・インフラへの意見　※20件
⑤農業振興への意見　　　 ※6件
④自然・環境への意見　　　※5件 　　　　　　　　　　　　　　

③歴史・文化への意見　　　※9件

②土地利用への意見　　　 ※25件

意見の集約（一部分を抜粋）
※ 11月14日村ＨＰに掲載 ※

※歴史まちづくり・歴史文化拠点形成を両村で取組む事への期待をする。

令和元年中城村、北中城村は「地域が求めるまちづくりを実現する為として
「那覇広域都市計画区域指定の解除と中部広域都市計画区域への指定」を
県に要請しました。

　令和２年県より、まちづくり構想に留まらず両村で取組めるまちづくりを
　　　　　　　　　具体的に明確な展望と計画策定を示すよう求められた。

（15）

令和5年10月10日（火）北谷町
　研修は第1部で議会運営事例報告について第2部で議員の心構えについて、第3部で新聞記事からと題
して沖縄県町村議会議長会アドバイザーの石垣安秀氏を講師に迎えて進められました。
　本稿では第2部の議員の「心構え」についての中から紹介します。まず①議員は全住民の代表者である
こと：自分の支持者だけの代表ではない。②大局的判断に立つこと：地域の全体、住民の全部を念頭に判
断し発言すること③議会の権限には限界があること④出席義務を果たすこと：議員の身分は一身専属権
であり、必ず出席すること。私事優先は厳に慎まなけ
ればならない。その他に5項目にわたる項目が述べら
れました。
　また、新議員として心がけたいことや一般質問で留
意し、努力したい事項なども事例を交えて紹介されま
した。
　議員として議会優先で活動してまいりましたが、研
修を受けることにより自らの立場を再認識し、今後の
活動にも留意していきたいと思います。　（安里 清市）

令和5年11月8日（水）読谷村
　野菜ソムリエの徳元佳代子氏の講演会は、農家の長男嫁として
自宅介護や子育てをしながらご主人と農業経営を33年され、現在
も農業を柱に幅広く活躍され、これまでさまざまな農業経営に取り
組んでこられた実例の失敗談やアイディアをたくさん紹介くださり
ました。
　ご自身が辛い病気の経験をして身をもって感じた命の大切さ、そ
れにつながる食生活や野菜を摂ることの大切さ、さらに学びなおし
た沖縄島やさいの栄養価と今後の島やさいの大きな可能性やこれ
から農業が減少していった先の我々消費者の健康へのリスクなど
を笑いや涙を交えながら話していただき、経験豊かな人生を歩ん
でこられ、女性ならではの着眼点で生産から販売・加工などの農業
ビジネスとして今後の沖縄農業への可能性のヒントをたくさんい
ただいた研修会でした。　 　　　　　　　　　　   （小橋川 恵美）

令和5年11月9日（木）那覇市
　地方公営企業会計監査に関し、公認会計士・税理士の渡部淳一先
生を講師に迎え、研修会が開催されました。
１地方公営企業の経営改革、２地方公営企業会計に関する監査のポ
イント、３企業会計の仕組み、４官庁会計から企業会計への組み替
え、５財務諸表の読み方、６決算整理仕訳、以上の内容で研修が行わ
れました。
　定期監査では内部統制、システム統制、収入債権管理等が必要で
あり、例月出納検査では、現金の出納と証拠書類との照合、試算表の
確認、決算審査においては、財務諸表、総勘定元帳の照合等を行う。
企業会計においては発生主義・複式簿記、区分経理、各種決算書類
の導入が必要である事を学んだ。　　　　　　　　　 　 （桃原 清）

～失敗から学んだ～ 地域農作物の魅力と農業の可能性
沖縄県町村議会議員・事務局職員研修会

議員の心構え・心がけたいこと 中部地区町村議会議員・事務局職員研修会

地方公営企業会計に関する監査のポイント 沖縄県町村監査委員協議会 監査委員・監査職員研修会
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意見多数あり　※中部広域移行に関わる（メリット・デメリット）全般の説明会を要望する。

※土地の利活用で両村の課題解決を図る方策に期待する。　※斜面緑地、自然な景観保全を守るよう。　
意見多数あり　※住宅建設土地の拡大・商業用地と施設の誘致に期待する。

※中城城跡は歴史的遺産と拠点になるので棄損する開発は規制すべき。

※コミュニティバス交通機関の充実と公共交通機関への連携強化で交通ネットワーク構築を期待する。
※自転車道の整備の推進でシェアリングサービス導入の拡充に期待する。

⑩展望に関しての意見　　　※19件

※両村に対して意見が出され、人口流動関連、両村が抱えるまちづくり展望に意見が出されており、
　内容を整理してほしいとの意見等が寄せられています。

⑨防災関連への意見　 　　 ※6件
⑦産業⑧観光への意見　　  ※3件

 ⑥交通・インフラへの意見　※20件
⑤農業振興への意見　　　 ※6件
④自然・環境への意見　　　※5件 　　　　　　　　　　　　　　

③歴史・文化への意見　　　※9件

②土地利用への意見　　　 ※25件

意見の集約（一部分を抜粋）
※ 11月14日村ＨＰに掲載 ※

※歴史まちづくり・歴史文化拠点形成を両村で取組む事への期待をする。

令和元年中城村、北中城村は「地域が求めるまちづくりを実現する為として
「那覇広域都市計画区域指定の解除と中部広域都市計画区域への指定」を
県に要請しました。

　令和２年県より、まちづくり構想に留まらず両村で取組めるまちづくりを
　　　　　　　　　具体的に明確な展望と計画策定を示すよう求められた。

（15）



の題字を募集します。
中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません！

あなたの字のままでいいんです！ 
お問い合わせは　中城村議会事務局

（☎098-895-4318）まで 
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議
会
だ
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　編
集
委
員

題字募集！
「 」

ハ
イ
サ
イ
皆
さ
ん「
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
し
日
々
笑
い

福
い
し
」お
過
ご
し
で
す
か
？

兎
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
！

う
さ
ぎ
の
回
想
で
、半
世
紀
前
に
な
る
が
小
学
校
に

は
飼
育
小
屋
が
あ
り
、餌
や
り
当
番
に
な
る
と
自
宅
の

畑
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
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に
ん
じ
ん
を
持
参
し
て
、あ
げ
る

と
美
味
し
そ
う
に
鼻
を
ピ
ク
ピ
ク
動
か
し
な
が
ら
頬
が

膨
ら
む
ほ
ど
食
べ
て
い
る
様
を
思
い
出
し
、豊
富
な
島

野
菜
が
身
近
に
在
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

12
月
12
日「
島
に
ん
じ
ん
」の
日
を
間
近
に
、制
定
６

年
目
を
迎
え
ま
す
。村
民
の
食
生
活
を
支
え
て
い
た
食

材
も
近
年
で
は
台
風
水
害
や
、天
候
不
良
、食
材
高
騰
化

に
よ
り
食
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
季
節
料
理
を
、堪

能
で
き
な
い
の
が
寂
し
く
感
じ
る
季
節
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

『
島
に
ん
じ
ん
の
村
』を
も
っ
と
前
面
に
打
ち
出
し
て

村
内
ど
こ
の
飲
食
店
で
も「
チ
デ
ー
ク
ニ
イ
リ
チ
ー
」や

「
チ
デ
ー
ク
ニ
ー
の
肝
シ
ン
ジ
」が
注
文
で
き
る
よ
う
な

食
文
化
の
村
お
こ
し
を
行
政
に
期
待
し
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い
な
〜
！！
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　（
新
垣
　
修
）

比嘉 護
まもる

安里 清市新垣 修玉那覇 登屋良 照枝

議会からの
お知らせ 議会の日程については、12月初旬に村ホームページでお知らせします。 

令和5年12月定例会は12月8日（金）から12月15日（金）まで開催予定

（一般質問は、12月11日（月）から12月14日（木）予定） 

〈頑張りたいこと〉 

バドミントンと勉強 

〈将来の夢〉 

学校の先生

浜田多恵はまだ たえ

小橋川 恵美
めぐみ

第5回 議会報告会・意見交換会

議会活動の
報告です

議会への要望・意見・提言など村民の声の受付は
「中城村議会事務局」☎098-895-4318まで

令和6年2月1日（木）
午後6時（6時30分から8時まで）

吉の浦会館 大ホール

開場

日時

場所

みなさんの声を
お寄せください
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縄
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